
 【須影支部】 

市民座談会懇談内容（概要） 

 

① 羽生市都市計画マスタープラン進捗状況について 

（質問） 

 １）砂山地区開発計画（小松台工業団地隣接）が工業系・流通系の土地利用

を形成するとの計画 

２）川崎地区で観光農園の展開、休耕田を利用したイベント開催など、農地

を活用する地域の活性化 これらの計画の進捗状況は？ 

 

（回答） 

→ １）砂山地区の約２０ヘクタールは、企業誘致を図るエリアに位置付けら

れている。現在のところ、具体的な開発計画はないが、開発手法は検討し

ていきたい。しかし、優良な農地の位置づけになっており開発には厳しい

規制がある。 

→ ２）観光農園は「わくわくファーム」がある。体験できる作物も増えてい

る。イベント開催など、地元農家の方が主体となり行われる取組は、市と

しても非常にありがたく、今後も活動が継続されることを期待している。 

 

 

② 地区民の高齢化に伴う地区運動会並びに地区体育

祭のあり方及び実施具体策について（他地区の取

組み等） 

（質問） 

１）参加者が減少している。選手や役員も参加自体が難しい状況。 

２）コミュニティの活性化のためにも、みんなで参加できるイベントを作る

必要があるのでは。 

３）地区運動会が市民体育祭の予選会になっている。他地区の取り組みは？ 

 

（回答）１）２）３）地区によって取り組みは様々で、必ずしも全ての種目に

参加するとのことではなく可能な範囲で種目を選んで参加している場合

もある。また、誰もが楽しんで参加できる種目など、を検討していく。

市民体育祭の予選会的な部分が強くなっていることは、実際に、地区運

動会と市民体育祭で選手選考を区別している地区などもある。市民体育



祭は、種目の変更や競技時間の短縮、運営方法の簡略化などの見直しに

より、参加者や役員の負担が軽減できるよう検討を始めている。地区運

動会についても、地区の状況に合わせた形で開催していただきたい。 

 

 

③ 天候不順に伴う風水害発生時の排水路対策につい

て（オーバーフローや逆流の発生等） 

（質問） 

１） 南羽生地区の光の公園脇の貯水池の排水が満杯になり、南羽生地区の住

宅が床下浸水に近くなっている。対策の検討をお願いしたい。 

２） 最近住宅が多く建設された地区（新堀地区）を通る排水路が時々満水に

近くなることが多発している。全体の排水路計画を検討して頂きたい。 

 

（回答）  

→ １）２） 南羽生土地区画整理事業では、三つの調整池があり、1 時間

当り 57 ㎜の雨を超える雨が降った場合は一杯になってしまう。改善策は

「河川の改修工事（堀川産業から加須へ抜ける午の堀川）」「雨水調整池の

整備」「排水路の改修」などがあるが、いずれにせよ大規模な事業となり、

簡単には整備できない。将来的に事業化できるよう取り組んでいく必要が

あると考えている。 

 

（再質問と回答） 

Ｑ 側溝にたまっている土を取ればいいと思う。 

Ａ 羽生地区でも側溝の土砂を取り除くことをしている。南羽生地区でも計画

として含めていくことも可能かと思う。 

 

 

④ ごみ処理における諸課題について 

（質問） 

１） 不適正な利用者に対しての指導方法や利用基準を徹底させるための具

体策はあるか。 

２） ルールの再認識を含めて2015年度版告知ポスターを再発行できないか。 

 

（回答）  

→ １）集積所へ注意喚起を促す看板を設置することが有効。例えば、ゴミ出

し日の周知や、マナー向上の啓発、地区外持ち込み禁止などを告知する内

容がある。環境課でラミネートにより作成して渡している。 

ごみ集積所の持ち出し日に、役員の方や当番の方が立って、持込者に直接



指導する方法や、環境課職員が「ごみの分け方・出し方／出前講座」を開

催することもできる。 

→ ２）「ごみの分け方出し方」を自治会だよりなどでお知らせしたりすること

が有効であると考えている。ポスターは、令和３年度にＡ４版サイズにリ

ニューアルをし、「羽生市ごみ分別辞典」へ繋がる二次元コードも掲載して

いる。市ホームページでもダウンロードが可能となっている。 

 

 

⑤ 防犯カメラの設置状況について 

（質問） 

１） 児童の通学路はすべての道路に於いて安全が確保されているわけではな

い。対策としての防犯カメラの設置について伺いたい。 

２）ゴミ置き場の適正な管理運用のため抑止力として、防犯カメラの設置や録

画中であることの表示を検討して頂けないか。 

 

（回答）  

→ １）通学路は、これまでも各校のスクールガードリーダーや見守りボラン

ティア、学校応援団の皆様など、コミュニティ・スクールを活用して、人的配

置による防犯対策に努めてきている。防犯カメラ設置は研究するとともに、児

童の安全確保は人的配置による防犯対策を継続していく。 

→ ２）集積所を監視するための防犯カメラの設置は、自治会で必要性の有無

を検討いただき、自治会設置となる。個人情報などの問題もあることから、住

民が合意の上運用していく必要がある。 

 


